
  
  トキの野生復帰の効果に対する観光客の意識と情報発信に

関する考察

  誌名 農村研究
ISSN 03888533
著者名 田中,裕人

外崎,菜穂子
望月,洋孝
間々田,理彦
原,珠里

発行元 東京農業大学農業経済学会
巻/号 118号
掲載ページ p. 73-83
発行年月 2014年3月

    
農林水産省 農林水産技術会議事務局筑波産学連携支援センター
Tsukuba Business-Academia Cooperation Support Center, Agriculture, Forestry and Fisheries Research Council
Secretariat

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)



73 

トキの野生復帰の効果に対する観光客の意識と

情報発信に関する考察

一一トキ認証米の認知度の視点カミら一一

田中裕人*・外崎菜穂子*人望月洋孝*・間々田理彦*帥・原 珠里*

要約 本研究は，新潟県佐渡市の訪問者を対象として， AHPを適用して， トキの野生復帰に関する

効果の評価を行った。トキの野生復帰によって期待できる効果として， iトキを中心とした生態系の

保全j，iトキを活用した環境教育j，i観光客の増加j，i米などの農産物の販売増加」の 4項目を提示

した。 AHPによる分析の結果， iトキを中心とした生態系の保全」の評価が最も高い反面， i観光客

の増加j，i米などの農産物の販売増加」の評価が低く，その差も大きかった。また，本研究では，佐

渡に関する有効な情報発信手段についての検討を行った。現時点において，訪問客は佐渡に関する情

報発信において，おおむね満足している傾向が見られた。これらのことから，今後は， トキの野生復

帰と環境保全型農業が結びついているということを含めて， トキの野生復帰に関する背景や現状も含

めた適切な情報発信が重要になると考えられる。

キーワード・トキ，野生復帰， AHP 

1. はじめに

環境省や佐渡市を中心として， トキの野生復帰

に向けた取り組みが行われている。平成 15年の

「環境再生ビジョン」において，平成 27年頃に約

60羽のトキを定着させるという目標が掲げられ

ている。トキの 1年間の生存率は，自然条件下で

は， 5割程度である一方で， 2012年， 2013年と

雛が誕生する等， トキの野生定着の目標が現実に

なりつつある九

トキの野生復帰に向けた重要な取組みの一つ

に， 2008年から行われている「朱鷺と暮らす郷

づくり」認証制度がある。これは，佐渡市独自の

「生きものを育む農法」という生物の生息環境の

保全を目的に栽培された米をブランド化(以下，

トキ認証米と表記する)するものであり，全島を挙

げて取り組まれている。

上記のような環境保全米を栽培している背景と
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しては， トキは水田を主な餌場としていることが

ある。トキや餌生物を中心とした生態系の保全を

考慮すると，環境保全型農業を行うことが重要に

なる。このような佐渡市の農業の重要性は国際的

にも認められ， 2011年に FAOの世界農業遺産に

認定された。

トキ認証米の需要が拡大すれば， I生きものを

育む農法」がこれまで以上に推進され，生態系が

保全されることになる。その結果として， トキの

野生復帰がさらに推進されることになる。

トキ認証米の需要拡大への課題としては，認知

度の低さが考えられる。以前から佐渡産コシヒカ

リの食味については評価されており，財団法人日

本穀物検定協会が実施している米の食味ランキン

グにおいて，平成 24年度産の佐渡産コシヒカリ

は，魚沼産コシヒカリ等と同等の特 Aランクの

評価となっている。

トキ認証米の認知度を向上させ，需要を拡大さ

せるには，消費地での PR活動等が重要である2)。

その他には，佐渡市の訪問者を対象とすることも

効果的であると考えられる。訪問者にとっては，
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佐渡市内において飲食を行う機会を通じて， トキ

を中心とした生態系保全の観点からトキ認証米の

重要性を認知する契機となるだけでなく，食味に

ついても理解してもらえることになる。トキ認証

米を認知した訪問者は， リピーターとなり，認証

米の需要拡大に寄与する可能性がある。また，世

界農業遺産の認定に伴い，今後は佐渡市の訪問者

の増加や「生きものを育む農法J等の認知度が高

まることが期待される。

以上のように， トキの野生復帰が今後も継続的

に行われるためには，行政や生産者といった直接

的に関わる主体だけではなく，消費者や訪問者の

存在も重要となる。そのためにも，消費者や訪問

者に対して， トキの野生復帰やトキ認証米，世界

農業遺産等について，効果的な情報提供を行う必

要があると考えられる。

そこで本論文では，佐渡市への訪問者を対象と

して実施したアンケート調査をもとに，次のこと

を明らかにすることを目的として分析を行う。第

一に，訪問者のトキ認証米や世界農業遺産の認知

度や， トキの野生復帰に関する意識を明らかにす

ることである。第二に，観光情報を通して発信す

る手段を検討し訪問者におけるトキ認証米の認

知度向上の方、法について考察を行うことである。

11. 世界農業遺産の概要

本節では，世界農業遺産 (GIAHS)への認定が

訪問者におけるトキ認証米の認知度向上にどのよ

うな期待を与えることができるかについて先行研

究を踏まえながらみていくことにする。

まず，世界農業遺産 (GIAHS)とは，国連大学サ

ステイナピリティと平和研究所「世界農業遺産」

パンフレットによると，世界農業遺産は， rグロー

パル化，環境悪化，人口増加の影響により衰退の

途にある伝統的農業や文化，土地景観の保全と持

続的な利用を図ることを目的に創設Jされた。ま

た，農林水産省ホームページによると，わが国の

農業について「伝統的な農業・農法，農村文化や

生物多様性，農村景観などがシステムとして保全

されており，その維持に努めている地域が認めら

れたjことが認定の要件となっている。

わが国では， 2011年に伝統的な農業や文化風

習・生物多様性の保全を目的とした世界農業遺産

(GIAHS) に，先進国としてはじめて，新潟県佐

渡地域(トキと共生する佐渡の里山)と石川県能登

地域(能登の里山里海)が認定された。また， 2013 

年には，静岡県掛川地域(静岡の伝統的な茶草場農

法)，熊本県阿蘇地域(阿蘇草原の持続的農業)，大

分県国東地域(国東半島・宇佐の農林水産循環システ

ム)も認定された。

佐渡市における世界農業遺産 (GIAHS)への認

定について，佐渡市ホームページでは，佐渡市が

世界農業遺産に認定された理由を次のように述べ

ている。第一に，農業生産システムに「朱鷺と暮

らす郷づくり認証制度」を導入し，消費者と連携

しながら島全体へ拡げていること，第二に，生物

多様性保全型農業と農業経済が連携し持続的な

環境保全体制を構築していること，第三に，佐渡

金山が風景と文化に大きな影響を与え，生物多様

性と農業生産活動を育むことによって，農村コ

ミュニティを保全してきたことである。

上記に関連して，渡辺 (2011)は農業の活性化

を通してトキの餌場が増えていくという「共生」

をキーワードとした環境と経済のつながりを述

べ， rトキと共生する島づくり」を目指してきた

ことを述べている。「トキと共生する島づくり」

では，多くの農家が生物多様性保全に寄与するこ

とが重要となり， トキ認証米は結果として，生産

方法による環境保全とブランド化による農家収入

増加に寄与するものであることを指摘した。

前述したように，世界農業遺産は個別の有形資

源が認定されるものではなく，伝統的な農業・農

法，農村文化や生物多様性，農村景観などがシス

テムとして保全され，維持されていることが認定

の必須要件となっている。佐渡市が伝統的な農業

を維持しつつ， トキの餌場となる水田を保持し，

トキ認証米の生産を維持拡大していく農業が世界

農業遺産に登録され，国際的に認められたことは

訪問者の認知度向上に大きく貢献するものと考え

られ，農業振興や観光振興のきっかけとして期待
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される。

ill. 調査の概要と回答者の属性

本研究では，佐渡市への訪問者を対象に， トキ

の野生復帰に関する意識を明らかにすることを目

的として， トキの森公園内のトキ資料展示館への

訪問者を対象にアンケート調査を行った3)。調査

は平成 24年8月下旬の土曜日及び日曜日に行っ

た。回答者に対して調査票を手渡し，その場で記

入頂いた。回収数は 243部であった。調査内容は，

トキの野生復帰への関心， トキ認証米の認知度，

利用した観光情報等である。

回答者の性別は， 1男性」が 104名 (53.9%)，1女

性jが89名 (46.l%)であった。年齢は.110歳代J

が 19名 (9.6%)，120歳代」が27名 (13.7%)，130 

歳代」が44名 (22.3%)， 140歳代」が61名 (31.0%)，

150歳代」が 21名 (10.7%)， 160歳代」が 20名

(10.2 %)， 170歳以上Jが5名 (2.5%)であり， 30 

歳代と 40歳代が多く，これらを合わせると過半

数となる。他の年代については， 170歳以上」を

除けば， 10%前後となっている。

職業(複数回答可)については， 1会社員」が85

名 (42.1%)， 1公務員・教職員」が40名 (19.8%)， 

「主婦Jが28名 (13.9%)，1学生」が27名 (13.4%)，

「無職・退職後」が 10名 (5.0%)，1自営業」が7

名 (3.5%)，1その他Jが7名 (3.5%)，1農林漁業」

が l名 (0.5%)であった。

佐渡市訪問の際の同行者の属性(複数回答可)

については， 1一人」が4名 (2.0%)，1家族」が

165名 (82.l%)， 1友人・知人」が40名 (19.9%)，1学

校・会社などの団体」が6名 (3.0%)であった。

回答者の居住地については，新潟県が41名

(20.2%) ，関東地方が 106名 (52.2%)，新潟県以外

の中部地方が 22名 (10.8%)，関西地方が 14名

(6.9%)，東北地方が 13名 (6.4%)，その他が7名

(3.4%)であった。このことから，新潟県以外で

は関東地方からの訪問が最も多いことがわかる。

また，佐渡市への訪問目的(複数回答可)を質

問した結果を以下の表 lに示した。最も多い訪問

目的は「観光」であり， 175名 (86.6%)が該当し

表 I 佐渡への訪問目的

項目 回答数

観光 175 

トキの見学 72 

海水浴 49 

イベント参加 29 

佐渡での飲食 29 

帰省 20 

釣り 9 

登山(トレッキング) 4 

酒蔵めぐり 2 

ハイキング

仕事

ボランテイア参加

その他 11 

サンプル数 202 

表 2 佐渡への訪問回数

項目 回答数

初めて 121 

2-4回目 48 

5回以上 18 

合計 187 

回答率(%)

86.6 

35.6 

24.3 

14.4 

14.4 

9.9 

4.5 

2.0 

1.0 

1.0 

0.5 

0.5 

5.4 

回答率(%)

64.7 

25.7 

9.6 

100.0 

た。次いで「トキの見学」の 72名 (35.6%)，1海

水浴Jの49名 (24.3%)であった。「イベント参加」

は31名 (15.1%)であった。 2日間の調査日とも，

世界的なイベントであるアースセレプレーション

の開催日であったことから，この割合が高くなっ

たと予想される。「佐渡での飲食」は 29名(14.1%) 

であったことから，飲食を目的に訪問している個

人も少なくないことが分かる。

佐渡への訪問回数について質問した結果を，表

2に示す。初めて佐渡へ訪問した回答者が 121名

(64.7%)， 2回目から 4回目の回答者が 49名

(25.7%)， 5回以上の回答者が 18名 (9.6%)であっ

た。調査対象者は，何度も佐渡市へ訪問している

リピーターよりも，初めて訪れる人の方が多い。

W. トキの野生復帰に関する集計結果

本節では， トキの野生復帰に関する訪問者の意

識について説明を行う。表3は， トキの野生復帰

への関心についての回答を示したものである。ま

た，表中には「新潟県在住」の回答者と「新潟県

以外在住」でクロス集計をした結果も示している。

現住所の回答がなかった回答者もいることから，

「新潟県在住」と「新潟県以外在住」の回答者の
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表 3 トキの野生復帰への関心

全体 新潟県在住 新潟県以外在住

項目 回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%)

特に関心がある 35 14.6 14.6 22 13.6 

関心がある 168 70.3 28 68.3 119 73.5 

どちらともいえない 32 13.4 7 17.1 20 12.3 

関心がない 0.8 。 。。 0.6 

全く関心がない 0.8 。 。。 。 。。
合計 239 100.0 41 100.0 162 100.0 

表 4 トキの野生復帰に対する国の積極的な関与への必要性

全体

項目 回答数 回答率(%)

特にそう思う 72 30.3 

そう思う 126 52.9 

どちらともいえない 38 16.0 

そう思わない 0.4 

特にそう思わない 0.4 

合計 238 100.0 

合計は，1全体」の回答数と一致しない。全体では，

「特に関心がある」が35名 (14.6%)，r関心がある」

が 168名 (70.3%)であり， 8割以上が「特に関心

がある」または「関心がある」と回答している。「ど

ちらともいえない」は 32名(13.4%)，r関心がない」

は2名 (0.8%)，r全く関心がないjは2名 (0.8%)

であったことから，調査対象者はトキの野生復帰

に関心を示しているといえる。

トキに関する情報は，テレビなどのメディアで

大きく取り上げられている。最近では，野生下で

トキの雛が誕生するニュースが全国放送されてい

る等，これまで以上にトキや佐渡市に関する情報

を目にする機会が多い。以上のことからも， トキ

の野生復帰に対して関心が高まっていることが伺

える。ただし本調査はトキ資料展示館で、行った

ため，佐渡市への訪問者全体と比較して「関心が

ある」という回答が多くなった可能性は考えられ

る。

また，新潟県在住とそれ以外について，クロス

集計を行った結果， r関心がある」については，

前者が28名 (68.3%)，後者が 119名 (73.5%)となっ

ており，新潟県以外在住の回答率が少し高くなっ

ている。

表4には， トキの野生復帰に対する国の積極的

な関与への必要性に対する意識を示した。「特に

新潟県在住 新潟県以外在住

回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%)

12 29.3 51 31. 7 

22 53.7 82 50.9 

17.1 27 16.8 。。 l 0.6 。。 。 。。
41 100.0 161 100.0 

そう思う」が72名 (30.3%)，rそう思う」が 126

名(52.9%)，rどちらともいえないjが38名(16.0%)， 

「そう思わない」が l名 (0.4%)，r特にそう思わ

ないjが l名 (0.4%)であり， 8割以上が「特に

そう思う」または「そう思う」と回答しており，

トキの野生復帰には国の積極的な関与が必要と認

識している個人が多いことが分かる。この質問に

ついては，居住地の違いによる回答の差異はあま

りみられない。

表5は， トキ認証米についての認知度を示した

ものである。「よく知っているし，購入したこと

もある」が 12名 (5.0%)，rよく知っているが，

購入したことはない」が 24名 (10.0%)r聞いた

ことはあるが，詳しくは知らない」が 67名

(28.0%)， r知らない」が 136名 (56.9%)であり，

認知度は低いといえる。また購入経験者も約 5%

程度であることから，認知度を高め，購入に結び

つけるような取組みが必要になる。

この質問については，新潟県在住とそれ以外の

回答者で差が見られる。「よく知っているが，購

入したことがない」については，前者が9名

(22.0%) ，後者が 12名 (7.4%)，r聞いたことはあ

るが，詳しくは知らない」については，前者が

13名 (31.7%)，後者が42名 (25.9%)，r知らない」

については，前者は 17名 (41.5%)，後者は 103
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表 5 トキ認証米の認知度

全体 新潟県在住 新潟県以外在住

項目 回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%)

よく知っているし，購入したこともある 12 5.0 2 4.9 3.1 

よく知っているが。購入したことはない 24 10.0 9 22.0 12 7.4 

聞いたことはあるが，詳しくは知らない 67 28.0 13 31. 7 42 25.9 

知らない 136 56.9 17 41.5 103 63.6 

合計 239 100.0 41 100.0 162 100.0 

表 6 トキの主な餌場が水田周辺であることの認知度

全体 新潟県在住 新潟県以外在住

項目 回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%)

よく長日っている 90 37.7 18 43.9 51 31.5 

聞いたことはあるが，詳しくは知らない 114 47.7 19 46.3 83 51.2 

知らない 35 14.6 4 9.8 28 17.3 

メロLき削4ト 243 100.0 41 100.0 162 100.0 

表 7 佐渡市の世界農業遺産の登録に関する認知度

全体

項目 回答数 回答率(%)

佐渡に来る前から知っていた 95 40.9 

佐渡に来て初めて知った 68 29.3 

知らなかった 69 29.7 

合計 232 100.0 

名(63.6%)となっている。訪問者の多い関東では，

大手スーパーや米屋でトキ認証米を目にする可能

性はあるが，新潟県在住以外の認知度は低いこと

が分かる。

表 6は， トキの主な餌場が水田周辺であること

の認知に対する回答を示したものである。「よく

知っている」が90名 (37.7%)，I聞いたことはあ

るが，詳しくは知らない」カ{114名 (47.7%)，I知

らない」が35名 (14.6%)であった。「よく知っ

ている」の割合は必ずしも高くはないが，表5の

トキ認証米の認知度と比較すると高くなっている

ことから， トキ認証米の生産が生態系の保全に寄

与しており，結果としてトキの餌場の保全につな

がっていることを訪問者に伝える必要がある。こ

の質問については， I知らない」の割合が居住地

で異なることが分かる。

表 7には，佐渡市が世界農業遺産の登録に関す

る認知度を示した。「佐渡に来る前から知ってい

た」が95名 (40.9%)，I佐渡に来て初めて知った」

が 68名 (29.3%)，I知らなかった」が69名 (29.7%)

新潟県在住 新潟県以外在住

回答数 回答率(%) 回答数 回答率(%)

24 60.0 53 33.8 

6 15.0 55 35.0 

10 25.0 49 31.2 

40 100.0 157 100.0 

であった。佐渡市に来てから知った回答者も含め

ると佐渡市が世界農業遺産に登録されたことを

約 7割が知っており，認知度は比較的高いといえ

る。

この質問は新潟県在住とそれ以外とで差異がみ

られる。「佐渡に来る前から知っていた」につい

ては，前者が24名 (60.0%)，後者が53名 (33.8%)，

「佐渡に来て初めて知った」については，前者が

6名 (15.0%)，後者が55名 (35.0%)， I知らなかっ

たJについては，前者が4名 (9.8%)，後者が28

名 (17.3%)である。新潟県在住ではない回答者

については， I佐渡に来て初めて知った」の割合

が高く，新潟県と佐渡市を結ぶ港等での広報活動

が有効となる可能性がある。

表 8は，表7で「佐渡に来る前から知っていた」

の回答者に対して，佐渡市が世界農業遺産の登録

に関する認知媒体について質問を行った結果であ

る。この回答は複数回答可能である。「テレビ」

が 43名 (47.8%)，I新聞・雑誌」が34名 (37.8%)，

「インターネット」が9名 (10.0%)，Iその他」が
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表 9 トキの野生復帰による効果の重要度表 8 佐渡市の世界農業遺産の登録に関する認知媒体

項目 回答数 回答率(%)

テレピ 43 47.8 

新聞雑誌 34 37.8 

インターネット 9 10.0 

その他 19 2l.1 

サンプル数 90 

←重要である

効果

トキを中心とした生態系の保全

トキを活用した環境教育

観光客の増加

米などの農産物の販売増加

望
一

3

1

8

8

劃
一

m
H
U
リ

H

U

重
一

0

0

0

0

重要である→

トキを中心とした生態系の保全 4 3 2 1 2 3 4 トキを活用した環境教育

トキを中心とした生態系の保全 4 3 2 l 2 3 4 観光客の増加

トキを中心とした生態系の保全 4 3 2 1 2 3 4 米などの農産物の販売増加

トキを活用した環境教育 4 3 2 1 2 3 4 観光客の増加

トキを活用した環境教育 4 3 2 1 2 3 4 米などの農産物の販売増加

観光客の増加 4 3 2 l 2 3 4 米などの農産物の販売増加

図 1 一対比較の質問内容

19名 (21.1%)であった。既存のマスメディアが

主要な情報源となっていることが分かる。

V. トキの野生復帰による効果の重要度

本節では， トキが野生復帰することによって期

待できる効果の重要度を評価した。分析手法は

AHP (Analytic Hierarchy Process) を適用する。

AHPは，問題解決型意思決定手法の一つであり，

問題の要素から階層構造を構築し，評価基準の重

要度を計測する方法である。

本調査では， トキの野生復帰によって期待でき

る効果として.1トキを中心とした生態系の保全J.

「トキを活用した環境教育J.1観光客の増加J.1米

などの農産物の販売増加」の 4項目を提示して，

それぞれの項目について 7段階で一対比較を行っ

た。「トキを中心とした生態系の保全」については，

トキの野生復帰が行われれば，これまで以上にト

キを中心とした生態系の保全策が行われることが

期待される。

一対比較値としては，ある項目が他の項目に対

して「非常に重要」と判断した場合には 7.1か

なり重要」と判断した場合には 5.1少し重要」

と判断した場合には 3.二つの項目が同程度であ

ると判断した場合には lとした。図 1には，具体

的な質問内容を示した。分析に用いた標本数は，

欠損値があるものを除去して. 214となった。

本調査では，分析に用いる標本から一対比較値

の幾何平均を計算し，その結果を用いて AHPを

行った。分析の結果を表9に示す。各項目の重要

度は.1トキを中心とした生態系の保全」が0.433.

「トキを活用した環境教育」が0.271.1観光客の

増加」が0.148. 1米などの農産物の販売増加」が

0.148であった。回答の整合度を示すc.r.は 0.025

であった。整合度は Oに近づくほど回答の整合性

が高いということを示し. 0.1以下が望ましいと

考えられている4)。本調査で推定したモデルの整

合性は，この範囲内にあるために，問題はないと

いえる。

本研究の推定結果では. 1トキを中心とした生

態系の保全jの重要度が最も高くなった。トキの

野生復帰が行われれば，これまで以上にトキを中

心とした生態系の保全策が行われると期待される

ことから， トキを中心とした生態系保全を重視し

た結果であり，直接的で理解されやすい項目で

あったために重要度が高くなったと予想される。

次に重要度が高かった項目は「トキを活用した
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環境教育」である。佐渡市で生きもの調査が行わ

れている様子がマスメディアを通じて報道されて

いることから， トキの野生復帰と教育は関連性が

高いと判断されたと考えられる。

「観光客の増加」は，他の項目と比較して重要

度が低くなっている。その理由として，観光客は

必ずしも野生のトキを見ることを目的としていな

い可能性が考えられる。野生下でのトキは増加傾

向にあるとはいえ，佐渡島内のどこでも頻繁に見

かけることはないので，このような判断となった

可能性がある。

「観光客の増加」と同じく重要度が低かった項

目は， I米などの農産物の販売増加」である。そ

の理由としては，訪問者がトキの野生復帰と農産

物との関連性は低いと考えている可能性がある。

4節の集計結果と本節の結果から，佐渡市への

訪問者はトキの野生復帰に対する関心が高く， ト

キを中心とした生態系の保全に重要性を見いだし

ていることが分かる。トキ認証米はトキの餌場で

ある水田と，その周囲の生物の生態系保全を目的

に栽培された米である。トキの野生復帰にはトキ

を中心とした生態系の保全が必要なことではある

が，そのためにはトキ認証米をはじめとする環境

保全米の生産量の増加が必要になる。訪問者に対

して，このことに関する理解が十分に得られてい

るとはいえないので，様々な情報を提供する必要

がある。

次節では，訪問者が得た観光情報に関する分析

結果を示しその結果からトキ認証米等のアピー

ルの方法を検討する。

VI. 観光情報に関する分析結果

本節では，佐渡市の観光情報に関する質問の結

果について説明を行う。トキを中心とした生態系

の保全が図られることを目的とするならば， トキ

認証米の需要拡大は重要な手段の一つになる。そ

の観点から， トキ認証米が生態系の保全を目的に

栽培されていることを広報する手段として，観光

情報に着目することにした。その理由としては，

第一に，佐渡市の主要産業の一つが観光関連産業

であること，第二に，観光情報を発信することに

より，佐渡市への訪問者の増加につながると期待

されること，第三に，観光情報と共にトキを中心

とした生態系保全やその一つの方法としてのトキ

認証米に関する認知度が高められる期待があるこ

とが挙げられる。

佐渡市は，毎年多くの訪問者が訪れる。また

表 1から，その目的の多くは「観光jであること

が伺える。すなわち，消費者がアクセスしやすい

観光情報の発信手段を通じて， トキ認証米に関す

る情報を発信することは，佐渡市の訪問者の行動

に影響を与える可能性がある。さらに，観光情報

もあわせて発信することで， トキ認証米に関する

情報を提供するだけでなく，佐渡市を訪問する契

機となる可能性があり，結果としてトキ認証米へ

の理解が深まると考えられる。

現在， トキ認証米については，佐渡市内で発行

している情報誌やトキ認証米に関するパンフレツ

ト等で、情報発信を行っている。また， トキ資料展

示館内でも， トキ認証米のことが紹介され，その

意義が説明されている。

表 10に，観光情報の入手先に関する満足度を

示した。本研究では，表 10に示した 9項目に関

して， Iとても満足j，I満足j，Iどちらともいえ

ないj，Iやや不満j，Iとても不満」の 5段階で評

価を行った。各情報の評価を比較するため， Iと

ても満足」を 5，I満足」を 4，Iどちらともいえ

ない」を 3，Iやや不満」を 2，Iとても不満」を

lと点数を便宜的に付与し，平均値を算出した。

これらの満足度に関する結果を表 10に示す。

表中の「情報の入手率」は，各項目の合計から「入

手していない」をヲ|いたものを分子，合計を分母

として計算された結果である。「情報の入手率」

が高い項目について順に「市販のガイドブックや

地図j(83.7%)， I駅・港・新潟空港のポスター・

案内j(76.6%)， I佐渡市内で入手したパンフレッ

トj(75.8%)， I旅行関連のサイトやブログj(74.0%) 

となる。

表 11は，観光情報の入手先ごとの満足度の平

均値を示したものである。この結果については，



80 農村研究第 118号 (2014)

表 10 観光情報の入手先に関する満足度

入手した観光情報 とても満足満足 どちらともいえない やや不満とても不満入手していない 合計情報の入手率(%)

市販のガイドブックや地図 14 82 30 

旅行代理庖のパンフレットや担当者 14 52 34 

佐渡市や佐渡市観光協会の HP 7 37 43 

観光協会や観光施設にあったパンフレヅト 7 39 40 

駅ー港・新潟空港のポスター 案内 9 49 50 

佐渡市内で入手したパンフレット 13 66 35 

旅行関連サイトやブログ 17 59 33 

県外での佐渡 PRイベント 4 16 28 

県外のアンテナショップ 3 25 28 

表 11 観光情報に対する満足度の平均値

入手した観光情報 平均値

市販のガイドブックや地図 3.698 

旅行代理庖のパンフレットや担当者 3.593 

佐渡市や佐渡市観光協会の HP 3.453 

観光協会や観光施設にあったパンフレット 3.448 

駅港新潟空港のポスター・案内 3.483 

佐渡市内で入手したパンフレット 3.731 

旅行関連サイトやプログ 3.772 

県外での佐渡 PRイベント 3.333 

県外のアンテナショップ 3.365 

「入手していない」の回答を除外したものである。

平均値については， I旅行関連のサイトやブロ

グJ(3π2)， I佐渡市内で入手したパンフレット」

(3.731)， I市販のガイドブックや地図J(3.698)が

高い評価を示している。これらは，観光情報の入

手率が高い項目である。現状では，アクセスしや

すい観光情報源は，内容についても高い評価を得

ていることになる。

次に， I旅行関連サイトやブログなどjと「佐

渡市や佐渡市観光協会の HPJに着目する。これ

らの項目は， どちらもインターネットを媒体とし

た情報提供となる。「旅行関連のサイトやブログj

は最も高い数値となっており，実体験を元にした

情報は満足度が高いといえる。一方， I佐渡市や

佐渡市観光協会の HPJは，得たい情報に対する

アクセスが困難で、ある。行政や団体の性格を考え

ると特定の情報を強調することは難しいといえ

るが，訪問者が必要としている情報については，

アクセスを容易にして，うまく伝えられることが

重要になると考えられる。

「県外のアンテナショップ」ゃ「県外での佐渡

PRイベント」の項目については，高い値とはなっ

ていない。これらは，県外の「庖」や「イベントJ

13 。 27 166 83.7 

13 。 49 162 69.8 

8 。 58 153 62.1 

10 。 66 162 59.3 

10 36 154 76.6 

5 。 38 157 75.8 

5 。 40 154 74.0 

6 。 91 145 37.2 

6 87 150 42.0 

という性質上， 日常的にアクセスすることが困難

であることが要因と考えられる。ただしこれら

の項目は，佐渡市について対外的に認知度を高め

るには必要といえる。その中で，観光情報の提供

という観点でいえば，訪問者の満足度を高める工

夫が必要と思われる。

表 12は，表 10において「とても満足」または

「満足」と答えた回答者を抽出し，表2とクロス

集計を行った結果である。この結果についても，

「入手していない」の回答を除外したものである。

これによか佐渡市へ初めて訪問した人，複数回

訪問している人が，それぞれどの観光情報に満足

したのかを明らかにすることができる。

初めて佐渡市へ訪問した人に最も支持されてい

る観光情報の入手先は「市販のガイドブックや地

図」であり， Iとても満足」または「満足」の回

答を合計すると 68.6%であった。次いで「旅行

代理屈のパンフレットや担当者J(64.2%)， I佐渡

市内で入手したパンフレットJ(62.5%)が支持さ

れている。 2回目から 4回目の訪問者に最も支持

されている観光情報の入手先は「佐渡市内で入手

したパンフレット」であり， 82.8%の回答が「と

ても満足」または「満足」と回答している。次い

で「旅行関連のサイトやブログJ(80.8%)， I市販

のガイドブックや地図J(71.9%)の回答率が高い。

5回目以降の訪問者に最も支持されている観光情

報の入手先は「市販のガイドブックや地図」であ

り， 80.0%の回答が「とても満足」または「満足」

と回答している。次いで「旅行関連のサイトやブ

ログJ(60.0%)， I駅・港・新潟空港のポスター・

案内J(54.5%)が支持されている。
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表 12 訪問回数別の観光情報の入手先に関する満足度

初めての訪問(%) 2-4回目の訪問(%) 5回以上の訪問(%)

市販のガイドブックや地図 68.6 

旅行代理店のパンフレットや担当者 64.2 

佐渡市や佐渡市観光協会の HP 57.4 

観光協会や観光施設にあったパンフレット 52.5 

駅・港・新潟空港のポスター・案内 50.0 

佐渡市内で入手したパンフレット 62.5 

旅行関連サイトやプログ 61.8 

県外での佐渡PRイベント 39.4 

県タトのアンテナショップ 48.8 

表 12の結果をまとめると，訪問回数に関わら

ず， i市販のガイドブックや地図」が最も多く利

用され，かつ高い評価を得ていることが分かる。

訪問回数が多くなるほど満足度は低くなる傾向

はあるものの，全般的に高い値を示している。

他に評価が高かった「佐渡市内で入手したパン

フレットjと「旅行関連のサイトやブログ」は， i2 

-4回目の訪問」が最も高く， i初めての訪問J，i5 
回目以降の訪問」の順となる。島外からの情報と

しては， i市販のガイドブックや地図」が最も容

易に入手できるため，初めての訪問者にとっては，

「市販のガイドブックや地図」の有用性を実感で

きると考えられる。しかしガイドブックでは，

佐渡市に関するページ数は限られていることか

ら， i2-4回目の訪問」の個人については，より

詳細な情報が掲載されている「佐渡市内で入手し

たパンフレット」と「旅行関連のサイトやブログ」

が訪問者にとって有用である。 i5回目以降の訪

問jの個人については，このようなパンフレット

の情報もある程度把握しているようなリピーター

が多いために数値が低くなったと予想される。

以上のことから，観光情報を通してトキ認証米

に関する情報を発信する上で， i市販のガイドブッ

クや地図jを用いることは，より効率良くトキ認

証米の認知度を向上させることができる手段とし

て有効だと考えられる。また， 5回目以降のリピー

ター以外ならば， i旅行関連のサイトやブログ」

と「駅・港・新潟空港のポスター・案内」も情報

提供としては有用で、ある。

71.9 80.0 

58.6 25.0 

34.8 22.2 

50.0 14.3 

46.4 54.5 

82.8 37.5 

80.8 60.0 

55.6 20.0 

45.5 20.0 

vn. むすび

本調査では，佐渡市トキ資料展示館への訪問者

を対象として， トキの野生復帰に関する意識や認

知度について，定性的に明らかにした。また， iト

キの野生復帰によって期待できる効果Jに関する

訪問者の重要度の評価について， AHPを適用し

て明らかにした。

本研究の分析結果からは，佐渡市への訪問者は

トキの野生復帰に対する関心が高く， トキの野生

復帰が行われると， トキを中心とした生態系の形

成に重要性を見いだしていることが分かる。トキ

の餌場が水田周辺であることの認知度は比較的高

いといえるが，生態系保全を目的に栽培されてい

るトキ認証米の認知度は低い。トキ認証米に関し

て効果的な情報提供を行い，佐渡市の水田の環境

保全型農業の重要性が理解されるようになると，

その効果がトキ認証米の需要拡大に波及すること

が予想される。世界農業遺産の認知度は比較的高

いことから，この世界農業遺産のことと関連させ

てトキ認証米の認知度を向上させることが望まし

しミ。

最近では，佐渡市は食，観光， トキを中心にマ

スメディアに取り上げられる機会が比較的多い。

特に，新潟県内では，ローカル局や地方紙を通じ

て多くの情報が提供されている。このことは表5

から表7の結果からも推察できる。佐渡市が世界

農業遺産に認定されたことで，今後は，さらに全

国的にもメディア等で佐渡市が取り上げられる機

会が増加することが予想される。そうなると，佐

渡市の農業の重要性がより多くの人に伝えられる
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機会が増えることになる。そういった点でも，世

界農業遺産に認定されたことを積極的に活用する

ことは望ましいといえる。

一般には，佐渡市の訪問者は，佐渡市を訪問し

ていない個人と比較すると，佐渡市に関する情報

を多く有していると予想される。しかし，分析結

果からも明らかになったように，そのような訪問

者においても，環境保全型農業の重要性やトキと

水田との関連性を十分に理解しているわけではな

しミ。

2013年 11月1日から，佐渡市において， トキ

の保護を目的として，新穂周辺の鳥獣保護区を現

行の約 14倍の 260ヘクタールに拡張されること

になった。トキの保護や生息環境保全が進んでい

く中，佐渡市の水田農業の重要性について，これ

まで以上に佐渡市外の個人に広報する必要がある。

この点について，本研究では，情報手段の入手

方法とその満足度についても明らかにした。そこ

で，本研究での結果も踏まえて， トキ認証米に関

する情報を発信する手段について提案を行う。ま

ず. I市販のガイドブックや地図」を中心にトキ

認証米や世界農業遺産の情報を発信することであ

る。前節で明らかになったように，最もよく利用

され，かっ評価の高い観光情報は「市販のガイド

ブックや地図Jである。効率的，効果的にトキ認

証米の認知度を高めるために.1市販のガイドブッ

クや地図」を中心にトキ認証米の情報を発信する

必要がある。その際， トキ認証米が生態系保全を

目的として栽培されている点をアピールすること

が重要となる。表2から，調査対象者については，

初めての訪問が64.7%と高い割合を示している。

このような訪問者は，今後はリピーターとなる可

能性もあり，佐渡市の魅力を伝える一つの手段と

注

1) 生存率については.2013年6月において， トキ

ガイドより， トキ資料展示館内の資料をもとに説明

頂いたものである。

2) 堅田・田中 (2008)は，減農薬・減化学肥料栽培

の佐渡産コシヒカリを， トキの野生復帰を目的とす

ることを示した場合には，示さない場合よりも高価

しでも， トキ認証米に関する情報提供は必要で、あ

ると思われる。

次は，佐渡市への訪問回数が少ない訪問者を対

象とした「佐渡市内で入手したパンフレットJを

充実させることである。また. 5回目以降の訪問

者でも満足ができる情報発信の方法を今後は検討

する必要があると思われる。

「旅行関連サイトやブログJは満足度も高く，

情報入手率も高いが，行政や観光協会でコント

ロールできるものではない。サイトやブログの発

信者に対して，佐渡市全体で満足のいくサービス

を提供することによって，より広く佐渡市の発信

が行われると期待される。

この他にも.1県外のアンテナショップ」と「県

外での佐渡PRイベントJについて，現状ではア

クセスが比較的困難で、あるが，満足度は必ずしも

低くないことから，より広く佐渡市に関する情報

提供を行う点では，今後は有効になる可能性があ

る。佐渡市や農協が協力し県外での活動に力を

入れることで，直接トキ認証米の売上げ増加が期

待できるうえ，一部では佐渡市への訪問者増加に

も寄与すると期待される。訪問者の増加は，前述

したように， トキ認証米や世界農業遺産について

の理解を深め，これらの認知度を高める契機とな

る。

付記

本研究は，東京農業大学の大学院高度化推進研

究の助成を受けた。佐渡市役所観光振興課の越前

範行氏，金子明弘氏，農林水産課の西牧孝行氏，

金子一生氏から佐渡市の観光の現状，佐渡市の生

物多様性についてご教授いただ、いた。記して感謝

の意を表します。

格で販売が可能であると分析している。つまり. ト

キ認証米がトキの野生復帰を目的とした米であるこ

とを認知してもらうことができれば，価格を値上げ

することがなければ需要が拡大する可能性はある。

3) 2013年6月発表の「新潟県観光入込客統計調査

結果J(速報)によると.2012年にはトキの森公園
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トキの森公園を訪問していることが分かる。には 19.3万人が訪問している。この中には，佐渡

市在住も一部含まれているものの，観光客の多くは 4) 木下 (2000)にc.r.の計算方法が示されている。
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A Study on Tourist Consciousness and Information Dispatch concerning 

the Effect of the Return to Nature of the ]apanese Crested Ibis 
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The purpose of this study is to evaluate the e飴 ctof the return to the wild of the J apanes巴 crestedibis on 

visitors to Sado-shi， Niigata. Effects expected from th巴 returnto nature of Japanese crested ibis were shown to 

be “ecosystemic maintenance mainly for J apanese crested ibis"，冶lvironmentaleducation that utilized the 

J apanese crested ibis"，“increase of tourists"， and“th巴 salesincrease of farm products such as rice". As a 

result of AHP， visitors think the most important effect is、cosystemicmaintenance of the J apanes巴 cr巴sted

ibis". On the other hand， the effect of“the sales increas巴 offarm products such as ric巴"is low. In addition， 

conc巴rningthe growing of rice for the purpose of conservation of the biotope of the J apanese crest巴dibis， the 

means of eff，巴ctiveinformation dispatch was clarified. Th巴 resultof the questionnaire showed that visitors are 

satisfied about the current state of affairs. With all these factors， it is important to link the transmission of 

information between return to the wild of the J apanes巴 crestedibis and production of sustainable agriculture 

by means of effective information dispatch. 

Key words : Japanese crested ibis， wild return， AHP 
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